
 

令和７年度 

社会福祉法人いわき福音協会 

事 業 報 告 書 
 

 

一、法人の概要 

１． 

２． 

 

 

３． 

４． 

５． 

名 称 

法人事務所 

 

 

設立年月日 

役 員 等 

職 員 

 社会福祉法人いわき福音協会 

福島県いわき市平上平窪字羽黒４０番地の４４ 

(電話) 0246-23-1903  (ＦＡＸ)0246-23-1905 

(e-mail)honbu@i-fukuin.jp (URL)http://i-fukuin.com/ 

昭和２５年（１９５０年）６月２日 

理事６名、監事２名、評議員７名 

４２８名(男性職員 118名、女性職員 310名) 

内訳(正職員 275名、契約職員 20名、パート職員 133名) 

(管理職 23名：男 12名・女 11名) 

(支援員・保育士等 218名、医療専門職等 64 名、 

その他 123名/R8.3末現在) 

 

二、経営する社会福祉施設 

  (第一種社会福祉事業) 

１．障 害 児 入 所 施 設（医療型）   

(1) 福 島 整 肢 療 護 園 

(旧肢体不自由児施設   

(旧重症心身障害児施設 

: 

: 

: 

平成２４年 ４月  １日開始 

昭和２７年１０月１２日開園） 

平成  ５年 ４月 １日開園) 

２．障 害 者 支 援 施 設   

(1) カ ナ ン 村 

（旧重度身体障害者授産施設 

(2) 野 の 花 ホ ー ム 

（旧身体障害者療護施設 

(3) は ま な す 荘 

（旧知的障害者更生施設 

(4) は ま ぎ く 荘 

（旧知的障害者更生施設 

: 

: 

: 

: 

: 

: 

: 

: 

平成２１年 ４月  １日開始 

昭和４８年  ４月  １日開所） 

平成２１年 ４月  １日開始 

平成  ２年  ４月  １日開所） 

平成２１年  ４月  １日開始 

昭和４８年  ４月  １日開所） 

平成２１年  ４月  １日開始 

昭和５４年  ４月  １日開所） 

 

    (第二種社会福祉事業) 

１. 保    育    所 

２．放課後等児童健全育成事業  

 

小 島 保 育 園 

小 島 保 育 園 

 

: 

: 

 

昭和２６年  ８月１３日開所 

平成３０年  ４月 １日開始 

 



３. 障害福祉サービス事業所 

(1) 療 養 介 護 事 業 所 

(2) 生 活 介 護 事 業 所 

 

福 島 整 肢 療 護 園 

 

 

: 

 

平成２４年  ４月  １日開始 

 

 (ⅰ) 光  の  家 

（旧身体障害者デイサービス事業所 

(ⅱ) ポ  ポ  ロ 

(ⅲ） エ デ ン の 家 

: 

: 

: 

: 

平成１８年１０月  １日開始 

平成１０年  ４月  １日開所） 

平成２３年  １月  ４日開始 

平成２５年  ４月  １日開始 

(3) 

 

(4) 

(5) 

就労継続支援(B 型)事業所 

 

相 談 支 援 事 業 所 

共同生活援助事業所 

つ ば さ 

( 旧 就 労 継 続 Ｂ 型 

タ ラ ン ト 

シ ー ズ 

: 

: 

: 

: 

令和 ６年 ４月 １日開始 

平成２１年 １月  １日開始） 

平成１８年１０月  １日開始 

平成１８年１０月 １日開始 

(6) 短 期 入 所 事 業 所  : 平成１８年１０月  １日開始 

カナン村、野の花ホーム、福島整肢療護園、 

はまなす荘、はまぎく荘、エデンの家(休止中) 

 

(7) 

(8) 

 

児童発達支援センター 

放課後等デイサービス事業 

エ デ ン の 家 

エ デ ン の 家 

エ デ ン の 家 

光 の 家 

： 

： 

: 

: 

 

平成２６年１１月  １日開始 

平成２６年１１月  １日開始 

平成２５年  ４月  １日開始 

平成２８年  ４月  １日開始 

 

         

(公 益 事 業） 

１.障害者就業･生活支援センター いわき障害者就業･生活支援ｾﾝﾀｰ : 平成１４年 ５月  ７日開所 

２.日中一時支援事業(市町村事業) : 平成１８年１０月  １日開始 

カナン村、野の花ホーム、はまなす荘、はまぎく荘 

福島整肢療護園 

エ デ ン の 家 ： 平成２６年１１月 １日開始 

ポ   ポ   ロ ： 令和 ２年 ４月 １日開始 

(いわき市、双葉町、大熊町、楢葉町、広野町、富岡町、北茨城市) 

３.居宅介護支援事業所 シ ャ ロ ー ム : 平成１９年１１月 １日開始 

 

 

三、令和７年度の事業  

 

   ２０２５年法人標語 

    『他の人のことも顧みなさい』 

              － ピリピ人への手紙  ２章 ４節 － 

    

 

 

 

 

 



１．主な事業報告 

基本計画 

(１) 短期計画 

①入所系事業の再編 

・入所系事業所は、定員を確保できれば安定した黒字運営が見込める事業であるため、

法人として財政健全化を最優先に事業展開を進める方針である以上、収益性が明確な

入所系事業所を継続するという判断に至った。 このため、入所系事業所は今後も法人

の中心事業として位置付け、継続的に運営していくこととなった。 

②通所事業所の再編 

・就労継続支援Ｂ型事業所つばさの体制強化について 

   好間にあったつばさの事業所を、カナン村作業等に移転することで、主な出張所

である「かがやき農園」「晴レル家」へのアクセス向上による作業の効率化や、カ

ナン村職員と兼務配置することで収支改善につなげ、財政健全化に努めるととも

に、安定した事業運営を目指した。 

・令和６年度に発足した「児童支援サービスの在り方検討会」では、児童支援にお

ける役割分担について検討が行われた。その結果、これまでエデンの家と光の家

の両方で実施してきた放課後等デイサービス事業は、令和７年度末で光の家での

サービス提供を終了し、令和８年度からはエデンの家のみで実施することとなっ

た。令和８年３月末までに、全利用者のエデンの家への移行確認を終え、令和８

年４月からの利用に繋げた。 

③タラントの事業所移転の検討 

  ・タラントは、法人内施設の有効活用と収支改善を目的に、障がい者支援センター

アシェルへの事業所移転を検討した。しかし、現在の「堂ノ前センター」から移

転すると、いわき障害者就業・生活支援センターを含む２事業所にとってメリッ

トよりもデメリットの方が大きいと判断されたため、移転計画は見送りとなった。 

 

(２) 福島整肢療護園建替計画の策定 

 ・毎月、療護園において中長期事業計画会議で基本構想の検討を行い、令和８年９

月までに資金計画を含む基本計画の策定方針をまとめることとした。 

 

(３) 大河内一郎生誕１２０年記念事業の実施 

  ・令和７年 11 月８日(土)「いわきの偉人Ｄｒ.大河内一郎生誕１２０年記念事業～

ふるさとの未来を語ろう～」を、いわき芸術文化交流館アリオスで開催した。 

   当日は約 400 名もの多数の方々にお越しいただき、記念講演、記念演劇、シンポ

ジウムと、どれも好評のうちに終える事ができた。 

 

(４) 地域貢献活動と交流事業への取り組み 

(社会福祉法人による地域における公益的な取り組み) 

① 「ふれあいサロン」於：障がい児者支援センターエリコ 

・毎月第３土曜日(10時〜15時)に開催し、令和７年度は、４月を除く毎月１回実施

した。ふれあいサロンには６名が登録し、延べ 44名が参加した。室内運動やボー

ドゲーム、その他様々な季節に合わせたイベントを実施し、交流を深めた。 



② 出前講座・福祉施設体験ツアー 

 ・出前講座として、２月に赤井小学校に出向き、４年生 33名を対象にした、ハンデ

ィキャップ体験講座を実施した。福祉体験ツアーについては、平四小児童クラブ

と連携を取り、３年生から６年生の児童 20名と児童クラブのスタッフ４名をエリ

コに招き実施した。 

③ 地域への協力 

・５月、10月、１月、３月に平窪地区公園等のごみ拾いや巡回活動を実施した。 

・「平窪公民館祭り」や「障がい者作品展」に参加し、地域住民と交流の機会を設け

た。 

・１月に平窪地区振興委員会 13名による法人施設等視察研修を受け入れ、入所施設

や、災害時の避難先として開放しているみはま体育館等の視察に協力した。 

 

(５) 『聖書を通して福祉を学ぶ会』の実施について 

  ・令和７年度は年３回開催し、市内の各教会牧師先生のご協力のもと、法人の理念

の理解・浸透を深めた。 

 

重点計画 

(１) 人材の採用、育成、定着に向けた取り組み 

  【採用】 

・就職説明会、ホームページ、ハローワークインターネットサービス、マイナビの

運用等求人サイト登録により、令和７年度は、７名の新卒職員採用に繋がった。 

・高校生新卒採用については、モデル事業として小島保育園、福島整肢療護園、つ

ばさの３事業所で進めることとなった。結果として福島整肢療護園が採用活動に

取り組んだが、採用には至らなかった。 

【育成】 

・研修委員会を中心に新採用職員研修会を毎月実施し、各事業所におけるＯＪＴ研

修やスペシャルラーニングを活用した研修等を行い、法人や事業所の理念・方針

の浸透や専門性の向上を図った。 

・人事考課制度を運用し、面接時の対話を重視した「人材育成・目標達成評価表」の活

用をより進め、目標共有と評価の質の向上を図った。また、スペシャルラーニングを

人事考課と連動させることで学習目的を明確化し、専門知識の習得が促進された。 

・法人職員向けの社会福祉士勉強会を９月より計２回開催し、２名が参加した。 

・介護福祉士実務者研修をエリコで開催。養成校との連携により、法人職員が優先

的に受講できる枠を設け、法人職員 16名が受講した。 

・受験・合格状況  社会福祉士   受験者 ３名 合格者 ０名  

介護福祉士   受験者１５名 合格者１３名  

精神保健福祉士 受験者 １名 合格者 １名 

【定着】 

・みらい推進会による若手職員に向けた面談及び座談会「みらいサミット 2025」の

実施や、ＨＲＤ推進会による主任・副主任クラスに向けた「しゃべり場交流会」

等、横のつながりを強化した。 

・ＨＲＤ推進会による事業運営に関するアンケート等を実施することで、職員から



広く意見やアイディアを募り、働きやすい環境づくりを考える機会を設けた。ア

ンケート結果では、現在の仕事にやりがいは感じているが、将来的に役職にはな

りたくないという回答が多く、検討課題が見えてきた。 

 

(２) 権利擁護の視点からの取り組み 

・年４回の権利擁護委員会では、苦情解決部会および虐待・身体拘束防止部会における

好事例や課題事例を共有し、活発な意見交換を行った。他事業所の視点や取り組みを

知ることで、自事業所の支援内容を客観的に振り返る機会となり、支援の質向上につ

ながった。 

・権利擁護委員会の主催により研修会を開催し、「地域生活支援コーディネーターの業

務と自立した生活に向けて」をテーマに講義を受けた。コーディネーターの視点か

ら、「親なき後」を見据えた生活支援の重要性が示され、利用者が将来も安心して暮ら

せる体制づくりに向けて、今行うべき役割を改めて学ぶ機会となった。 

 

(３) ＩＣＴ活用の推進 

  ・業務効率化、生産性の向上に向けたＩＣＴ活用として、ＡＩを搭載した会議録ツ

ール等を使用し、業務省力化に努めた。 

・事業所では、ほのぼののケアパレットやワイズマン介護ソフトを導入し、業務日誌や

連絡帳を遠隔で記入できる体制を整えた。これにより、記録業務にかかる時間とコス

トの削減、ならびに職員の負担軽減を図った。 さらに、令和８年度には新たに導入を

予定している事業所もあり、ＩＣＴ活用による業務効率化を法人全体へ広げていくこ

ととした。 

   

(４) 短期・中長期計画、事業計画の進行管理 

  ・令和７年度のアクションプラン２０２５の評価は、「サービスの質の向上」につい

て、全事業所において自己評価を行うとともに、管理職者は「人材の定着に向け

た取り組みの強化」における自己評価を行った、その結果をもとに、法人及び各

事業所の事業計画に落とし込んだ。 

   

(５) 福音フェスティバルの実施 

  ・令和７年度の福音フェスティバルは、法人の利用児者・家族に加え、平窪地域住民に

も参加を呼びかけ、１０月４日（土）に開催した。当日は多くの来場者に恵まれ、地

域との交流を深める機会となった。 また、バザーの売上は令和７年８月豪雨（熊本

県）の義援金として、いわき市共同募金委員会へ寄付をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．主な受託事業 

 

(1) 精神障がい者向け訓練実施支援事業（福島県より受託） 

目  的 :  

 

 

受託施設 : 

精神障がい者の就労支援の一環として実施する事業で、訓練計画 

の作成から訓練受託企業の開拓等を関係機関・コーディネーター・

ジョブコーチと連携しながら進める。 

いわき障害者就業・生活支援センター 

 

(2) 発達障害者就労・生活支援機能強化事業（いわき市より受託） 

目  的 :  

 

 

 

受託施設 : 

療育手帳又は精神障がい者保健福祉手帳を有しない発達障がい又

は発達障がいの疑いのある方への相談に対応するために、専任の職

員を配置し、必要な情報の提供や助言、障がい福祉サービス利用の

支援を行う。 

いわき障害者就業・生活支援センター 

 

(3） 職場適応援助者(ｼﾞｮﾌﾞｺｰﾁ)事業 

（独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構より受託） 

目  的： 

 

 

受託施設： 

障害者の職場適応に課題がある場合に、職場にジョブコーチが出向

いて、障害特性を踏まえた専門的な支援を行い、障害者の職場適応

を図ることを目的とする。 

いわき障害者就業・生活支援センター 

 

(4) いわき市児童発達支援センター地域支援機能強化事業（いわき市より受託） 

目    的： 

 

 

 

受託施設： 

在宅障がい児者及びその家族に対して、療育相談や他の障害児通所

支援事業所への支援方法の技術的指導、在宅障がい児が気軽に利用

出来る場所の提供等を行い地域の親同士の交流などの地域支援を

目的とする。 

エデンの家 

 

(5) いわき市障害児者地域療育等支援事業（いわき市より受託） 

目    的： 

 

 

受託施設： 

在宅心身障がい児者に対して、ライフステージに応じた支援をする

ために、巡回相談、訪問健康診断等により療育機能の充実を図り、

障がい児者及びその家族の福祉の向上を目的とする。 

福島整肢療護園 

 

  ３．施設整備関係 

 

◯国・県・市補助金等による事業 

    なし 

 

◯民間資金補助金等による事業 

    なし 



◯自己資金による事業 

 

(1) 

 

事 業 名： 

実施施設： 

事 業 費： 

事業完了： 

財務会計システム更新 

法人本部 

５，５００，０００円 

令和７年１０月２２日 

(2) 事 業 名： 

実施施設： 

事 業 費： 

事業完了： 

ブラストチラー購入 

福島整肢療護園 

２，３５４，０００円 

令和７年 ８月 ７日 

(3) 事 業 名： 

実施施設： 

事 業 費： 

事業完了： 

食堂エアコン交換工事 

福島整肢療護園 

１，１５５，０００円 

令和７年 ４月 ９日 

(4) 事 業 名： 

実施施設： 

事 業 費： 

事業完了： 

ガス式回転型乾燥機設置工事 

福島整肢療護園 

１，４１３，５００円 

令和７年 ４月２１日 

(5) 事 業 名： 

実施施設： 

事 業 費： 

事業完了： 

食器洗浄機更新 

福島整肢療護園 

１，８３７，０００円 

令和７年 ９月３０日 

(6) 事 業 名： 

実施施設： 

事 業 費： 

事業完了： 

男子棟管理棟屋上修繕工事 

カナン村 

１０，４５０，０００円 

令和７年 ５月１８日 

(7) 事 業 名： 

実施施設： 

事 業 費： 

事業完了： 

作業棟改修工事 

カナン村 

２，７５０，５００円 

令和８年 ２月２７日 

(8) 事 業 名： 

実施施設： 

事 業 費： 

事業完了： 

ガススチームコンベクション購入 

野の花ホーム 

１，２８７，０００円 

令和７年 ４月 ３日 

(9) 事 業 名： 

実施施設： 

事 業 費： 

事業完了： 

パソコン更新（Win11対応ノートＰＣ１０台） 

野の花ホーム 

１，５７３，０００円 

令和７年１０月 ３日 

(10) 事 業 名： 

実施施設： 

事 業 費： 

事業完了： 

複合機更新（ＥＰＳＯＮ複合機ＬＭ-Ｃ6000） 

はまなす荘 

１，４０５，８００円 

令和７年 ５月１９日 



(11) 

 

 

 

(12) 

 

 

 

(13) 

 

 

 

(14) 

 

 

 

(15) 

 

 

 

 

事 業 名： 

実施施設： 

事 業 費： 

事業完了： 

事 業 名： 

実施施設： 

事 業 費： 

事業完了： 

事 業 名： 

実施施設： 

事 業 費： 

事業完了： 

事 業 名： 

実施施設： 

事 業 費： 

事業完了： 

事 業 名： 

実施施設： 

事 業 費： 

事業完了： 

 

 

女子棟東側空調機修繕工事 

はまなす荘 

１，９１１，８００円 

令和７年 ５月 ９日 

男子棟ホール空調機修繕工事 

はまなす荘 

１，５４０，０００円 

令和７年 ９月１７日 

ほのぼの支援記録システム更新 

ポポロ 

２，３１０，０００円 

令和７年１１月１９日 

昇降式介護浴槽更新 

光の家 

７，２８２，０００円 

令和７年１０月 ９日 

パソコン更新（Win11対応ノートＰＣ５台・デスクＰＣ３台） 

光の家 

１，５４０，０００円 

令和７年１０月 ８日 

  ４. 理事会、評議員会開催状況 

(1) 

 

 

 

(2) 

臨時理事会 

期  日 : 

報告事項 : 

出 席 者 :   

理事会 

期  日 : 

協議事項 : 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 席 者 : 

 

令和７年 ４月１１日 

共同生活援助事業所シーズにおける不祥事案の発生報告 

理事７名中６名出席 

 

令和７年 ６月１１日 

令和６年度事業報告書並びに収入支出決算書について 

令和６年度決算報告及び監査報告について 

定款変更について 

諸規程の一部改正について 

補助事業の申請について 

評議員選任・解任委員会の開催について 

評議員候補者の推薦について 

理事・監事の推薦について 

会計監査人の選任について 

役員賠償責任保険の契約について 

定時評議員会の招集事項について 

理事７名中６名出席 

 



(3) 定時評議員会 

期  日 : 

協議事項 : 

 

 

 

 

出 席 者 : 

 

令和７年 ６月２７日 

令和６年度事業報告書並びに収入支出決算書について 

令和６年度決算報告及び監査報告について 

定款変更について 

理事・監事の選任について 

会計監査人の選任について 

評議員８名中８名出席 

(4) 

 

 

 

 

(5) 

理事会 

期  日： 

協議事項 : 

 

 出 席 者 : 

理事会 

期  日： 

報告事項： 

協議事項： 

 

 

 

 

 

出 席 者 : 

 

令和７年 ６月２７日 

理事長選任について 

評議員選任・解任委員の選任について 

理事６名中６名出席 

 

令和７年 ９月１２日 

理事長の職務執行状況について 

令和７年度収支補正予算書について 

役員等報酬規程の一部改正について 

期末手当について 

諸規程の一部改正について 

令和７年度法人事業計画に基づく再編等について 

評議員会の招集事項について 

理事６名中５名出席 

(6) 評議員会 

期  日 : 

協議事項 : 

 

出 席 者 : 

 

令和７年 ９月２５日 

令和７年度収支補正予算書について 

役員等報酬規程の一部改正について 

評議員７名中５名出席 

(7) 

 

 

 

 

(8) 

臨時理事会 

期  日 : 

協議事項 : 

 

出 席 者 : 

理事会 

期  日 : 

協議事項 : 

 

 

 

 

出 席 者 : 

 

令和７年１１月２６日 

諸規程の一部改正について 

令和７年度法人事業計画に基づく再編等について 

理事６名中６名出席 

 

令和８年 １月１４日 

令和７年度収支補正予算書について 

諸規程の一部改正について 

居宅介護支援事業について 

評議員会の招集事項について 

人事について 

理事６名中６名出席 

 



(9) 評議員会 

期  日 :  

協議事項 : 

出 席 者 : 

 

令和８年 １月２９日 

令和７年度収支補正予算書について 

評議員７名中６名出席 

(10) 理事会 

期  日 : 

報告事項 : 

協議事項 : 

 

 

 

 

出 席 者 : 

 

令和８年 ３月１３日 

理事長の職務執行状況について 

令和７年度収支補正予算書について 

令和８年度事業計画書（案）について 

令和８年度収支予算書（案）について 

諸規程の一部改正について 

評議員会の招集事項について 

理事６名中６名出席 

(11) 評議員会 

期  日 : 

協議事項 : 

 

 

出 席 者 : 

 

令和８年 ３月２７日 

令和７年度収支補正予算書について 

令和８年度事業計画書（案）について 

令和８年度収支予算書（案）について 

評議員７名中５名出席 

 

 ＊理事会・評議員会の提出議案は、すべて原案通り承認を得た。 

 

   ５.令和７年度の主な行事 

4 1 

8 

11 

22 

辞令交付式（礼拝堂） 

公認会計士期末監査 

臨時理事会 

苦情解決部会 

5 2 

7 

13 

16 

22 

 

29 

公認会計士期末監査(〜3日) 

内部経理監査(〜12日) 

監事監査(〜16日) 

聖書を通して福祉を学ぶ会（第 23回） 

故大河内一郎先生追悼祈念会（シオンの丘）※雨天により 23日に献花 

公認会計士期末監査(〜23日) 

公認会計士監査報告 

監事監査報告 

6 2 

 

4 

11 

18 

22 

27 

法人設立記念日  

役職員表彰式 

福島労働局監査（いわき障害者就業・生活支援センター） 

理事会 

評議員選任・解任委員会 

シオンの丘墓地管理組合定期総会（平バプテスト教会） 

定時評議員会 

理事会 

7 1 

3 

29 

辞令交付式(異動会計職員４名) 

介護福祉士実務者研修（エリコ／三幸福祉カレッジ主催）（～１１月） 

苦情解決部会 



 

8 26 

27 

28 

ＢＣＰ運用訓練（平窪地区水害によるグループホーム被害を想定） 

公認会計士期中監査・理事者ディスカッション(理事長・監事他) 

公認会計士期中監査 

9 1 

10 

12 

19 

25 

辞令交付式(支援員１名)   

障害者雇用納付金関係業務調査（本部） 

理事会 

聖書を通して福祉を学ぶ会（第 24回） 

評議員会 

10 1 

4 

8 

20 

21 

23 

26 

28 

辞令交付式(看護師１名)  

福音フェスティバル 2025開催 

いわき総合高校職場体験実習（療護園、野の花、なす） 

いわき牧師交流会との懇談会(エリコ/理事長・事務局長・本部次長)  

ふたば未来学園高校地域理解異世代交流体験学習（～22 日） 

第 79 回・福島県社会福祉大会（会津若松市) 

平窪公民館まつり 

苦情解決部会 

11 4 

5 

8 

12 

17 

 

 

18 

26 

 

辞令交付式(事業部 2名)   

法人施設・事業所事業計画ヒアリング開始（～12/4） 

Dr.大河内一郎生誕 120年記念事業（アリオス：法人 75 周年記念事業） 

令和 7年度・全国社会福祉大会（東京都） 

平窪地区３区長との懇談会 

（理事長・事務局長・本部次長・総務課長･事業部課長・シーズ 

はまなす荘・はまぎく荘・ポポロ･の各所長） 

ＢＣＰ運用訓練（はまなす荘における土砂災害を想定） 

第 51 回・いわき市総合社会福祉大会（アリオス） 

臨時理事会 

12 12 

13 

15 

福島県児童福祉監査（療護園・エデンの家） 

いわき市民クリスマス(アリオス) 

公認会計士期中監査（～16日） 

1 5 

14 

16 

17 

27 

29 

法人新年のつどい(礼拝堂) 

理事会 

聖書を通して福祉を学ぶ会（第 25回） 

平窪地区振興委員会/法人施設・視察研修（13名） 

苦情解決部会 

評議員会 

2 3 

4 

17 

20 

24 

26 

正職員登用試験(筆記 5名) 

正職員登用試験(面接 5名) 

児童福祉法いわき市運営指導（エデンの家） 

福島県社会福祉協議会・理事評議員研修（3名） 

地域貢献委員会／出前講座（赤井小学校４年生 33名） 

いわき障害者就業･生活支援センター運営連絡会（エリコ） 

3 9 

13 

 

24 

 

25 

27 

30 

31 

 

児童福祉法いわき市指導監査（小島保育園） 

新卒採用職員オリエンテーション 

理事会(終了後、退職施設長感謝状授与式) 

管理者事務引継ぎ（小島保育園、就業生活、ポポロ、はまなす荘 

         カナン村、野の花ホーム、はまぎく荘、シーズ) 

地域貢献委員会／福祉施設体験ツアー（平四小児童クラブ 20名・エリコ） 

評議員会 

公認会計士決算前ディスカッション(理事長・監事他) 

公認会計士期中監査 

退職辞令交付式（礼拝堂） 



６. 法人職員研修会(法人研修委員会等主催) 

(1) 新採用職員研修会「社会福祉法人とは」「法人の歴史」「法令遵守について」 

「職員処遇について」「いわき福音協会の事業と現状について」 

「光を紡いで～大河内一郎物語～」「施設見学」 

開催日：令和７年４月７日（月）～４月８日（火） 

講 師：理事長 藁谷 健一、事務局長 海野 淳、次長 蓑 有美、 

       事業部課長 永山 京介、福島整肢療護園園長 吉原 康 

会 場：障がい児者支援センターエリコ 

出席者：各 18 名 

 

（2）第１回定例新採用職員研修会（障がい福祉のための基礎マナー研修前編・聖書を通

して福祉を学ぶ会に参加） 

開催日：令和７年５月 16日（金） 

講 師：スペシャルラーニング 

いわきホームチャペル 牧師 黒田 広輝氏 

会 場：障がい児者支援センターエリコ 

礼拝堂「友愛記念館」 

出席者：18名 

 

（3）第２回定例新採用職員研修会（障がい福祉のための基礎マナー研修後編） 

開催日：令和７年６月 20日（金） 

講 師：スペシャルラーニング  

会 場：障がい児者支援センターエリコ 

出席者：14名 

 

（4）第３回定例新採用職員研修会（障がい者に向き合う姿勢と対応前編） 

開催日：令和７年７月 18日（金） 

講 師：スペシャルラーニング  

会 場：障がい児者支援センターエリコ 

出席者：17名 

 

（5）第４回定例新採用職員研修会（障がい者に向き合う姿勢と対応後編） 

開催日：令和７年８月８日（金） 

講 師：スペシャルラーニング  

会 場：障がい児者支援センターエリコ 

出席者：11名 

 

（6）法人職員研修会(成年後見制度研修) 

開催日：令和７年９月９日（火） 

講 師：つばさ法律事務所 鍛冶大輔弁護士 

会 場：障がい児者支援センターエリコ 

出席者：22名 



（7）法人職員研修会・第５回定例新採用職員研修会(身体拘束等適正化に関する勉強会) 

      開催日：令和７年９月 19日（金） 

      講 師：法人虐待・身体拘束防止部会 

 会 場：障がい児者支援センターエリコ 

出席者：新採用職員 13名 職員 24名 

 

   （8）法人職員研修会・第６回定例新採用職員研修会（福祉施設における感染症対策 

について） 

      開催日：令和７年 10月 17日（金） 

      講 師：いわき医療センター 感染管理特定認定看護師 小川正樹氏 

 会 場：障がい児者支援センターエリコ 

出席者：新採用職員 11名 職員 27名 

 

   （9）法人職員研修（不審者対応研修） 

      開催日：令和７年 11月 20日（木） 

      講 師：平窪駐在所 高木幸司氏、赤井駐在所 水野大翼氏 

 会 場：障がい児者支援センターエリコ 

出席者：職員 26名 

 

（10）法人職員研修会・第 7回定例新採用職員研修会(チームビルディング研修) 

      開催日：令和７年 11月 21日（金） 

      講 師：アンガーマネジメント協会 ファシリテーター 新妻直恵氏  

 会 場：障がい児者支援センターエリコ 

出席者：新採用職員 13名 職員 25名 

 

   （11）法人職員研修会（地域生活支援コーディネーターの業務と自立した生活に向けて） 

      開催日：令和７年 11月 25日（火） 

講 師：NPO 法人地域福祉ネットワークいわき地域生活支援コーディネーター 

    社会福祉士 鈴木 洋 氏 

 会 場：障がい児者支援センターエリコ 

出席者：職員 26名 

 

   （12）第８回定例新採用職員研修会（ウェルビーイング研修） 

           開催日：令和７年 12月 19日（金） 

講 師：福島整肢療護園事務部長 草野 淳 

 会 場：障がい児者支援センターエリコ 

出席者：14名 

 

   （13）法人職員研修会（防災講和） 

      開催日：令和８年２月 19日（木） 

講 師：福島県危機管理部危機管理総室災害対策課 主事 冨塚未玖氏 

 会 場：障がい児者支援センターエリコ 



出席者：20名 

 

  ７．連絡会・委員会活動報告 

(1)施設運営連絡会 

理事長のもと各施設・事業所の施設長等が月初めに集まり、行事予定や法人全体・ 

施設間の連絡調整及び運営について情報共有を図った。 

 

(2)施設長会 

理事長のもと各施設長が月１回集まり、運営や重要事項等について協議を行った。 

 

(3)経営会議 

理事長のもと事務局長、次長、事業部課長等が月 1回集まり、法人の業務執行上に

おける重要事項等について機動的・多面的に協議を行った。 

 

(4)ＢＣＰ運用（ＢＣＭ）委員会 

法人として、年２回のＢＣＰ運用訓練を実施した。シーズ（グループホーム）とは

まなす荘を実施主体とし、線状降水帯による水害と極地的豪雨による土砂災害を想

定して、２日間にわたり避難訓練とＢＣＰ運用訓練を行った。訓練は法人内の各事

業所で情報共有と連携を深める機会となった。また、年間８回の定例会議も実施し

た。 

 

(5)危機管理委員会  

法人防災倉庫の備品として、かまどとその付帯品を購入した。また、職員研修とし

て 11月には平窪駐在所の協力による不審者対応訓練を、２月には福島県の出前講

座を活用した防災講話を実施した。さらに、８月と 11月に行われたＢＣＰ運用訓

練では、委員会として協力した。 

 

(6)人事考課委員会 

人材育成に注力し、面接での対話を重視した目標達成評価表の活用促進を図った。

スペシャルラーニングの導入により変則勤務下でも学習が定着し、専門知識の習得

等の成果が得られた一方、職員間の意欲の二極化や学習時間の確保が課題となった。 

 

(7)広報委員会 

会報第 46号及び第 47号を発行した。また、法人ホームページの更新やニュース記

事の投稿を継続した。各事業所の協力を得て中途採用ページを新設したが、利用が

一部に留まったため、今後の積極的な情報共有が課題となった。 

(8)研修委員会 

新採用職員研修会は４月３日～４日の２日間、定例研修会５月～12 月８回実施した。

法人全体職員研修は９月虐待研修、10月感染症対策、11月チームビルディング研修

を開催した。主にグループワークによる意見交換を実施し、横のつながりを構築し

た。 



 (9)地域貢献委員会 

令和７年度は、４月を除く毎月ふれあいサロンを開催した。また、赤井小学校の依

頼により４年生 33名を対象としたハンディキャップ体験授業を行い、さらに、平四

小児童クラブの児童 20名を招待した福祉体験ツアーを実施した。加えて、平窪地区

の公園で年間４回のゴミ拾い活動を行った。 

 

(10)会計職員連絡会 

各施設の会計担当者が、ほぼ月１回のペースでエリコに集まり、その時期毎の会計

処理に関する事務連絡、及び会計士の監査への対応策等を話し合い、理解を深めた。

その他、年に１回の決算実務研修を受講した。 

 

(11)栄養士連絡会 

定例の連絡会を通じた献立の検討や最新情報の共有に加え、調理従事者の施設間実

習を実施するなど、スキル向上と施設間の交流を深めた。また、法人ＢＣＰ運用訓

練への参加や法人内施設への業務応援、会報誌へのレシピ掲載など、法人全体の給

食事業の質向上に努めた。 

 

(12)看護師連絡会 

毎月の連絡会において eラーニングを活用した勉強会や各施設の看護業務に関する 

課題の共有、さらには改善策の検討を行うなど、施設における看護業務の資質向上

に努めた。また、法人のＢＣＰ訓練にも参加し、災害時における看護業務の重要性

を再認識することができた。 

 

(13)サービス管理責任者等連絡会 

テーマごとに持ち回りでファシリテーターを務め、人前で話す・話をまとめる等サ

ビ児管として必要なスキル向上に努めた。また、事例検討や各事業所の取り組み・

課題を共有し、支援の質向上と連携強化を図った。 

 

(14)日中活動サービス事業所等連絡会 

今年度も、職場間における現場体験を実施するとともに、各事業所の活動内容につ

いて情報共有を行った。 法人外の見学先としては、いわき市自立生活センター、就

労支援 B型事業所ミント、生活介護事業所アライブ、シェアハウスすいすい、平支

援学校の各施設を訪問した。 また、法人内においては、ポポロの見学を実施した。 

 

(15)入所系事業所再編検討会 

入所系の６事業所（カナン・野の花・療護園・はまなす・はまぎく・シーズ）にお

ける経営状況を可視化し、事業所毎の強みや弱みを共有しながら稼働率向上のため

の具体策（入所枠の空き状況を外部に発信）を施行し、収益の向上を目指した。 

 

     (16)児童支援サービスの在り方検討会 

職員の質の向上を目的として、小島保育園とエデンの家との交流保育を実施した。また、

光の家の放課後等デイサービスをエデンの家へ統合し、事業再編を進めることができた。 



さらに、エデンの家の放課後等デイサービスにおける送迎サービスについては、法人内

事業所の協力体制を整え、令和８年４月から実施できる仕組みを構築した。 

 

(17)みらい推進会 

若手職員の職場定着を促進することを目的として、１～２年目の職員を対象に訪問

面談を実施した。また、９月と２月には、対象職員と談話会「みらいサミット」を

開催し、職場への適応状況や今後の課題について共有を図った。さらに、会員の資

格向上に向けた取り組みとして、コーチングやアサーションをはじめとする各種研

修会に参加し、専門性およびコミュニケーション能力の向上に努めた。 

 

(18)ＨＲＤ推進会 

毎月、ＨＲＤ推進会を開催し、スキル向上を目的とした研修参加について検討を進

め、委員の受講を実施した。また、主任・副主任を中心とした「しゃべり場交流会」

を開催し、施設間の横のつながりを強化するための研修機会を提供した。 

 

 ＊権利擁護委員会、及び苦情解決部会、虐待・身体拘束防止部会、成年後見部会につい

ては別掲。 

 

 

８．表 彰 関 係 

 

（1）第 59回ねむの木賞(令和７年 11月６日 東京) 

＊ねむの木賞 

 相澤 幸代（福島整肢療護園） 

 

（2）法人役職員表彰（令和７年６月２日 エリコ） 

 ＊永年勤続表彰（理事２名、施設職員 11名） 

       岡部 明、新妻 登（理事）、佐藤 俊介（居宅シャローム）、小林 達弥、 

佐々木 えりお（光の家）、会田 真由美、夏見 友和（はまなす荘）、 

川﨑 宏子、鎌倉 幸子（シーズ）、鈴木 美千代（福島整肢療護園）、 

草野 正明（野の花ホーム）、佐藤 悠太、蛭田 由香里（いわき障害者就業・生活

支援センター） 

 

（3）第 51回いわき市総合社会福祉大会（令和７年 11月 26日 アリオス） 

 ＊大会会長表彰 

       渡辺 美幸、佐々木 美佐江、木村 純子（カナン村）、安斎 礼子（はまなす荘）、 

       久田 美代子（シーズ）、松本 長子、鈴木 慶子、天海 由美（野の花ホーム） 

       園部 郁恵（ポポロ）、添田 恵子（福島整肢療護園）、赤羽 圭治（光の家） 

 

（4）第 79回福島県社会福祉大会（令和７年 10月 23日 會津風雅堂） 

      ＊知事感謝状 

       須藤 勝志（いわき障害者就業・生活支援センター） 



      ＊大会会長表彰 

       鈴木 多喜子、大滝 貴美子、渡邉 弘美（福島整肢療護園）、 

清水 麻純（法人本部）、藁谷 喜美子（いわき障害者就業・生活支援センター） 

佐藤 拓馬、青柳 育子（シーズ） 

 

（5）令和７年度全国社会福祉協議会会長表彰（令和７年 11月 12日 浅草公会堂） 

 ＊会長表彰 

中井 昭一（シーズ）、渡邊 美紀（小島保育園） 

 

以 上 

 


